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発 表 要 旨 ・討 論 の 概 要

作反応 に よ つ て ，よ り暗示 効果を 挙げ よ うと す る もの に

外な らな い の で あ る 。

g13 催眠 感受性 と人格特性に関する研究

　　　　　　　　　　　　　斎 藤 稔 正 （京都大学）

　目的 ：催眠感受性と人格特性 との 関係を調 べ 更 に その

閣係 を催眠時の 現象 に 類似した 日常体験 と比較検討する

　方法 ： 1 ）被験者 ， 大学生50名 （男女各25名） 2 ） テ

ス ト材料，矢田部 Guilford性格テ ス ト，ス タ ソ フ ォ
ー

ド催眠感受性ス ケ
ール ，日常の 催眠様行動 に 関す る質問

紙 （As ＆ Laver，1962）催眠 は 個人誘導で 行 なっ た 。

　結果 と考察 ： 性格テ ス トの 12特性 の うち ，男于 は 攻撃

的，女子は 回帰性，神経質，客観性欠如が，全体で は 回

帰性，攻撃的，客観性欠如 が 低 い けれ ど も，それ ぞれ催

眠感受性 と 相関が あ っ た 。
又 YG テ ス トの

一
次因子中 ，

非主尊的で 男子が ，社会的不適応で 女子 と 全体が，活動

酌 で 全体が ，そ れぞれ 催眠感受性 と有意 な 相関を もつ た。

　催眠感受性と質問紙 との 間に は．55の 相関が見られた 。

又催眠感受性と相関の あっ た性格テ ス トの 一次因子と質

澗紙と の 相関も可成 り高 い もの で あつ た 。
こ れ は催眠時

の 現象に 類似した 日常体験 で ，あ る程度迄，催眠感受性

を 予 測 で き る と い う可能性を示 し て い る と考え られ る 。

討 論　の　概 要

　 こ の 部会の 発表内容を プ P グ ラ ム に 従つ て 類別する と

4 群 に 分け られ る 。 第 1 は 幼 児 ・児童 の 問題行動 に 関 す
』

るもの ，第 2 は 直接カ ウ ソ セ リ ソ グ に 関する もの ，第 3

は 心 理療法 と テ ス トの 関係 に 基 づ く現象学的研究，第 4

・は内観法 ， 催眠療法に 関す る もの で ある
。

　以上 の 各群に つ い て発表内容の要 旨及 び 質疑 ・討論の

経過 と特徴 を述べ て み う。

　第 1 群 。 精神病院 に 於け る精神障害児 の 実態 と そ の 処

遇に 関する問題点を全国 の 100 床以上 の 精神病院へ 郵送

した 質問紙 の 回 答 に 基づ い て 検討 し た もの （901）。 幼児

．の事故発生の実態で Ot　2 ， 3才児で は関節脱臼等 ， 上肢

に 多く，4．5 才児 で は 屋外事故 に よ る足 部に多い が こ れ

ら資料 の 分析か ら幼児 の 事故防止 の 技術的問題 に っ い

て の 考察（902）。 保育場面で問題 とな る よ うな 幼 児 の

行動特徴 の 観察法 （903 ， 904）。 登校を妨げ る 原因が ない

の に 登校で きな い 児童 に っ い て ， 疾病障害や特別 の 家庭

状況を除外 し た ，約20例の 事例研究 の 結果か ら低学年で

は 過保護 に よ る親 か らの 分離，独立へ の 不安，高学年で

は 劣等感が原因の 多 くで あ る こ とがわ か つ た が，こ れ ら

か ら家族関係と問題 の 発 生 との 関係 に っ い て の 究明 が な

され た （905）。

　保育場面 で の 問題行 動 に 関す る従来の 研究 は 現場で の

実践記録か 臨床家 に よ る事例報告が大部分 で あつ て ，大

規模 な調 査 研 究は 殆 ん ど 行なわ れて い な い
。 然 しながら

小 ， 中学校を対象と した もの に っ い て は 1928年の W 三ck −

man に よ る研究以来多 くの 研究がな されて い る。

　 こ れ らは 二 っ の 方向 に 別 け る こ とが 出来 よ う。 其 の
一

は Peterson，　D ．R ．（196ユ〉の 研究等で，用意された リス

トに 教師が該当児を チ ェ ッ ク す る や り方で あ る。 其 の 二

は実態 を 探 り，ひ い て は 行動 問題 の 構造を 解明 し よ うと

する もの で Wickman 以来の 研究法に よつ て 教師 の 評定

を 求 め，そ の 枠組 を解明 し よ うとする もの で ある。

　こ こ で の 発表は 今述 べ た 所 の 二 つ の 方 向，乃 ち 実態 と

教 師の 枠組 とを統合的に 捉 らえ る と と もに 幼児期に試み

よ うと し た の で あ る。

　 さて ，保育園，幼稚園 ， 学校等 の 生活場面 で 教師が児

童生徒を 観察す る場合 に用意され る項目や其等 の 分類に

っ い て は 行動 とそ の 背景 と な る 心 理機制 と の 関連に っ い

て の 仮説的な前提が重要なもの と な るが，こ の 点に っ い

て の 研究 が充分 に な されねばな らない で あろ う。 又，保

母 の 評定で は 受持ち 別 ， 経験年数別 ， 教育観別等 に よっ

て分け て み て も
一

貫 し た傾向は 認 め られ な か つ た。一
衆

に ，保母 や 教師 の 判定 に つ い て の 信頼性の 検討が よ り充

分に な され る べ きで あろ う。

　 さらに は ，母集団が は つ ぎりしな v．i と 云 5サ ソ プ リ ソ

グ の 問題が あ る 。 特に ，3 才児の 資料が 4 〜5 才児 の そ

れに 比 して 少ない よ うで あ る。

　第2 群。直接 カ ウ ソ セ リソ グに関する内容で は ，先づ ，

ヵ ウ ン セ リ ソ グ の 目標 とす る 入格 の 健康性に つ い て で あ

る （906）。 こ れは 従来，Actual　self と real 　self の discrep−

ancy に よ っ て 論議 せ られ て きた 。 然して， こ の Ac ．

tual　 self 概念 に ら い て は 1eal　self が真に 反映して い る

の で あろ うか 。 神経症者と正常者 の 自己記述 の 相違か ら

考察 し て も問題 と な る べ きもの で あ る。従っ て ，自己記

述に よ る評価 は 客観的記述で 補 うこ と が適当で あろ う。

　学校 カ ウ ソ セ リン グに 於け る ス ク リーニ ソ グに っ い て

は ，中学，高校 で の 教師の チ ＝ ッ ク に よ る行動徴候 に基

づ く問題性 ， 特に 非行性の 予測や抽出の 問題等を チ ェ ッ

ク ・リ ス トや 人格検査そ の 他に よ る資料を 比較，対照し

て検討した （907）。

　研究 （908）の パ ー
ソ ナ ル ，カ ウ ソ セ リ ソ グ に 於け る セ

ラ ピ ス ト経験の 分析で は 発表者 は 前学会で セ ラ ピ ス ト経

験の分析を行な つ た が，今回は こ れを よ り明確に する 目

的で 研究者自身が ク ラ イエソ トに なっ て 受けた カ ウ ソ セ

リ ソ グ経験を中心 に 記述的分析を行ない ，問題の 所在を

明確に した 。
client の 内的経験を記述，分析す る研究は
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